
広報やおつ No.5789

時：とき 対：対象場：ところ 定：定員内：内容 ￥：費用

持：持ち物 申：申し込み 問：問い合わせ 注：注意点 他：その他

固
定
資
産
税
の

土
地
・
家
屋
価
格
が
縦
覧
で
き
ま
す

町
民
課
　
資
産
税
係

杉
原
千
畝
記
念
館

応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

杉
原
千
畝
記
念
館

平
成
31
年
度 

固
定
資
産
税
の
土
地
価
格
等
縦
覧

帳
簿
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
、
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
４
月
１
日
(月)
か
ら
５
月
７
日
(火)

　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

　
※
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
祭
日
を
除
く

　
役
場
本
庁
舎
１
階
　
町
民
課
　
資
産
税
係

　 （
縦
覧
で
き
る
方
）八
百
津
町
内
に
土
地
・
家
屋
を

所
有
し
て
い
る
固
定
資
産
税
納
税
者

　
必
要
な
も
の

　
〇 

運
転
免
許
証
な
ど
、
官
公
署
発
行
の
顔
写
真
の

付
い
た
書
類
で
本
人
確
認
の
で
き
る
も
の

　
　（ 

健
康
保
険
証
、
預
金
通
帳
な
ど
顔
写
真
の
な

い
書
類
に
つ
い
て
は
２
点
以
上
が
必
要
と
な

り
ま
す
）

　
〇 

代
理
人
の
方
は
、
納
税
者（
所
有
者
）本
人
の
委

任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　 

電
話
に
よ
る
価
格
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
に
は
応

じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
町
民
課

　
資
産
税
係

　
内
線
２
１
１
９

杉
原
千
畝
記
念
館
に
、
知
人
の
案
内
な
ど
の
た
め

に
何
度
も
入
館
さ
れ
る
町
民
の
方
は
、
応
援
サ
ポ
ー

タ
ー
登
録
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
ご
本
人
の
入
館

料
が
無
料
と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

　
八
百
津
町
に
住
所
が
あ
る
方

登
録
方
法

　
免
許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど
、
身
分
証
明
書
を
ご

提
示
の
う
え
、
杉
原
千
畝
記
念
館
に
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
登
録
証
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
次
回
よ
り

随
行
者
と
し
て
入
館
の
際
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
杉
原
千
畝
記
念
館
　
☎
４
３-

２
４
６
０

問 他 持 対 場 時

平成31年3月1日現在の人口

人　口 男　性 女　性 世帯数

総人口 10,984人 5,315人 5,669人 4,309世帯

(日本人) 10,859人 5,272人 5,587人 4,248世帯

(外国人) 125人 43人 82人 61世帯

※混合世帯は日本人世帯に含まれます。

シルバー人材センター実績報告

1
月

件 　 　 数 18件

就 労 人 員 283人（実44人）

就 労 時 間 1,222.50時間

受 託 金 額 1,085,332円

シルバー人材センター　☎43-5567

可
茂
消
防
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

山
火
事
を
防
ご
う
！

毎
年
３
月
１
日
か
ら
７
日
は
、
山
火
事
火
災
予

防
運
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

春
先
は
雨
が
少
な
く
、
空
気
が
乾
燥
し
、
山
火

事
が
発
生
し
や
す
い
時
季
で
す
。
山
火
事
は
い
っ

た
ん
発
生
す
る
と
、
広
範
囲
に
わ
た
り
燃
え
て
し

ま
う
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

山
火
事
の
約
７
割
が
冬
か
ら
春
先
に
か
け
て
集

中
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。
冬
は
落
ち
葉
が
積

も
っ
て
燃
え
や
す
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と

や
、乾
燥
し
た
風
が
強
く
吹
く
こ
と
が
原
因
で
す
。

そ
し
て
春
先
は
、
山
に
入
る
人
が
増
加
し
、
農
作

業
に
由
来
す
る
枯
草
焼
き
や
野
焼
き
な
ど
が
山
林

に
飛
火
す
る
こ
と
も
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

火
を
使
う
と
き
は
、
気
象
状
況
、
周
囲
の
可
燃

物
の
状
況
に
注
意
し
、
必
ず
消
火
用
の
水
を
用
意

し
、
火
か
ら
離
れ
な
い
な
ど
、
管
理
を
し
っ
か
り

行
い
ま
し
ょ
う
。

入
山
す
る
方
は
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を
し
な

い
な
ど
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

山
火
事
を
防
ぐ
に
は
？

（
平
成
30
年
度
全
国
山
火
事
予
防
運
動
　
統
一
標
語
）

「
小
さ
な
火

　
大
き
な
森
を

　
破
壊
す
る
」

町
内
で
も
、
北
山（
平
成
30
年
３
月
）、
久
田
見

（
平
成
31
年
１
月
）
で
山
火
事
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
他
人
事
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

対問


